平成28年の大阪経済
－大阪経済は足踏みを脱し回復へ－
　商工労働部（大阪産業経済リサーチセンター）は、府内の経済動向について四半期ごとに『おおさか経済の動き』としてとりまとめています。このたび、平成28年の年間の経済動向を『平成28年の大阪経済の動き』として発行しました。その概要は以下のとおりです。
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平成28年の大阪経済は、設備投資は低調であったが、消費が底堅く推移した。輸出額は、円高により減少が続いていたが、円安に転じた年末には増加基調となった。低下傾向にあった生産は、10～12月期に大幅な回復に転じた。完全失業率は低い水準で推移し、就業者数が増加するなど、雇用は堅調に推移した。
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